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2 92n  が整数であるとし、 それをm (もちろん正)とおくと、
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ここで、整数 ,m n m n  について、以下が成り立つことに注意する。
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以上より、求める nは 22n  である。
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(1), (2), (3)いずれの△ABCにおいても、点 Aから底辺 BCにおろした垂線の足を Hとす
ると、AB=ACより BH=CHとなる。AH=xとおく。

(1) △ABHにおいて、
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ピタゴラスの定理より、
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